廃棄物の処理及び再利用に関する立入結果書
	建 物 名
	
	建物コード
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	N0.1

	　　　　　年　　月　　日｢大阪市廃棄物の減量推進及び適正処理並びに生活環境の清潔保持に関する条例｣第36条
第1項に基づく立入検査を実施した結果､下記のとおりでありましたので通知します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立入検査職員： 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

	以下の事項について､確認しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廃棄物管理責任者：

	　　本日、貴建物の取組状況を次の項目により確認させていただきました。

　　項目の概要、留意点は以下のとおりです。細目内容を確認していただき、今後の廃棄物の減量等に向けての取組の参考にされることをお願いいたします。

　　（細目内容の頭部の○内の数字は､評点です。⑥は６ポイント　④は４ポイント　②は２ポイント　①は１ポイントとし、①若しくは無数字にチェックがある個所は、なお一層の努力と改善をお願いするポイントです。）

Ａ　廃棄物の適正区分・適正処理および状況把握ついて

　　　「事業者は事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において適正に処理しなければならない（廃棄物の処理及び清掃に関
する法律第3条第1項）」を念頭に置いていただき､まず廃棄物の適正な処理契約に基づき処理ルート､その量の把握､どのような
内容のごみが発生しているかを把握することが貴建物の廃棄物の減量を実施するにあたり､非常に重要です。
　１．建築物から発生する廃棄物の種別について
　一般廃棄物

□厨芥ごみ　　□紙類　　□その他（　　　　　　　）（　　　　　　　）（　　　　　　　）
産業廃棄物
□びん　　□ガラスくず等　　□缶　　□金属くず　　□プラスチック類
□その他（　　　　　　　）（　　　　　　　）
２．廃棄物の適正区分・適正処理および状況把握

（１）廃棄物の適正区分・適正処理

　⑥□廃棄物を適正に区分・処理している（産業廃棄物について処理状況はマニフェスト、契約書が確認できる）

④□廃棄物を概ね適正に区分・処理している（産業廃棄物について処理状況はマニフェスト、契約書が確認できる）
②□廃棄物を適正に区分しているが、産業廃棄物についてマニフェストまたは契約書しか確認できない

①□廃棄物を適正に区分しているが、産業廃棄物についてマニフェスト・契約書が確認できない

①□廃棄物を適正に区分していないが、産業廃棄物についてマニフェスト・契約書は確認できる

□廃棄物を適正に区分・処理していない　　　　　□把握していない
（２）発生量の把握

⑥□毎日排出量を把握し記録している　　　　　　④□一定期間排出量を把握し記録している

②□市の許可業者等からの報告により把握している

①□漠然と把握している　　　　　□把握していない

（３）廃棄物の内容把握
⑥□毎日廃棄物の内容を把握している。　　　　　④□一定期間廃棄物の内容把握している。
①□漠然と把握している　　　　　□把握していない
　３．分別ＢＯＸの設置・使用状況
　　（１）設置状況　　　　　　　　　　　　　
⑥□オフィス等の状況に応じた分別ＢＯＸを設置している

④□一部フロア・テナントで分別ＢＯＸを設置している

②□一部品目について分別ＢＯＸの設置がない

□設置していない　　　　　　□把握していない

（２）使用状況


⑥□混入していない　　　　　④□ほとんど混入していない
②□一部混入している　　　　　□混入している（　　　　　　　　　　　　　　　）
　□把握していない　　　　　　□設置していない
　４．廃棄物（一般廃棄物）の保管

　　（１）保管方法

⑥□保管場所を確保している　　　　　　　　　　④□集積所がある

②□保管場所がないが、毎日収集している　　　　　□場所を確保していない
（２）保管場所等の広さ

⑥□適切である　　　　　④□ほぼ適切である

□狭小である　　　　　　□場所を確保していない

（３）適切な管理（場所の明示等）

⑥□適切である　　　　　④□ほぼ適切である

□改善が必要である（敷地内に確保要・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））
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	　５．廃棄物（産業廃棄物）の保管

（１）保管方法

⑥□保管場所を確保している　　　　　　　　⑥□各テナントで個別に保管している

②□一部テナントで個別に保管している　　　　□場所を確保していない

（２）保管場所等の広さ

⑥□適切である　　　　　　　　　　　　　　⑥□各テナントで個別に保管し、適切である

②□一部テナントで個別に保管している　　　　□場所を確保していない

（３）適切な管理（場所の明示等）

⑥□適切である　　　　　　　　　　　　　　⑥□各テナントで個別に管理し、適切である

②□一部テナントで個別に保管している　　　　□改善が必要である

B　廃棄物の発生抑制について

　　発生抑制は、ごみ減量の基本です。貴建物の現状を「本結果書」で正しく認識されて、今からでも実行出来るものは実行して

いただくと共に、貴建物の減量目標達成に向けての具体的な発生抑制の方策をたてる必要のあるものについては、計画的に行う

ことも重要です。これらのことは、長期的な観点からは、総合的にコスト面でのメリットが期待できます。

１．コピー・プリンター枚数の削減の表示等　

⑥□枚数削減等を表示（実施）している、または、コピー・プリンター機を設置していない

④□ほぼ実施している　　　　　　②□一部実施している

□実施していない　　　　　   　 □把握していない

２．裏面再利用、縮小コピーなどの活用等
⑥□実施している、または、コピー・プリンター機を設置していない

④□ほぼ実施している　　　　　　②□一部実施している

□実施していない　　　　　　    □把握していない

３．文書のペーパーレス化（ＰＤＦ化、社内ＬＡＮ、電子メール、回覧、掲示板等の活用） や事務手続きの簡素化（会議資料の共同利用、プロジェクター利用等）の取組

⑥□実施している　　　　　　　　④□ほぼ実施している　　　　　　　　②□一部実施している

□実施していない                □把握していない
４．紙タオルの使用状況
⑥□設置していない　　　　　　　⑥□設置しているが再資源化を行っている

④□一部で設置し、節減表示等している　　　　　　　　　　　　　　　　②□一部で設置している

□設置している　　　　　　    　□把握していない

５．紙コップの使用状況
⑥□使用していない　　　　　　　⑥□使用しているが、引き取り契約・再資源化をしている

④□一部で使用しており、節減の掲示等をしている　　　　　　　　　　　②□一部実施している

□使用している　　　　　　　    □把握していない

６．上記以外の状況
⑥□上記以外の品目（飲料容器除く）について発生抑制に努めている（具体内容：　　　　　　　　　　　　　　）

　（物品購入時の通い箱の導入などごみを発生させない取組を実施していればその内容）

□特に実施していない

Ｃ　再資源化対象物の適正処理について

　　「混ぜればごみ､分ければ資源」紙類や缶・びん等は､各自消費したらすぐに手元で分別することにより､最も確実に資源化できます。そして適正な処理ルートに乗せてこそ､真に環境に責任のある行動と評価ができます。

　　　今まで「ごみ」となっていた物も､見直しにより再利用､資源化の対象物になる可能性のある物もあります。

　　　　もう一度「Ａ　廃棄物の適正区分・適正処理および状況把握」の項目に立ち返っていただき、減量の対象物として扱える物がないか、工夫次第ではリサイクル可能な物がないか検討をお願いします。

１．再資源化対象物の状況

（１）紙類

（ア）再資源化・再利用の状況　　　　　　　

（OA紙）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その他の紙（OA紙以外））

⑥□建物全体で実施している　⑥□発生抑制している　　　⑥□建物全体で実施している　⑥□発生抑制している

④□建物の一部で実施している　　　　　　　　　　　　　④□建物の一部で実施している

□再資源化していない　　　　□把握していない　　　　　□再資源化していない　　　　□把握していない

（新聞紙）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雑誌）

⑥□建物全体で実施している　⑥□発生抑制している　　　⑥□建物全体で実施している　⑥□発生抑制している

④□建物の一部で実施している　　　　　　　　　　　　　④□建物の一部で実施している

□再資源化していない　　　　□把握していない　　　　　□再資源化していない　　　　□把握していない

（段ボール）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（機密書類（シュレッダー紙含む））

⑥□建物全体で実施している　⑥□発生抑制している　　　⑥□建物全体で実施している　⑥□発生抑制している

④□建物の一部で実施している　　　　　　　　　　　　　④□建物の一部で実施している

□再資源化していない　　　　□把握していない　　　　　□再資源化していない　　　　□把握していない

（イ）分類容器の設置（ＯＡ紙のみの再利用は除く）                      

⑥□フロア（個人毎）に容器を設置している　　　　　　　④□一部フロアに容器を設置している

②□容器設置はないが置き場を確保している

□設置していない            □把握していない
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	（ウ）保管切れ文書、機密文書の再資源化(再利用は含まない)

⑥□全て再資源化　　　　　④□一部再資源化　　　　　②□再資源化予定
□行っていない（現状の処理方法 　　　　　　　　　） □把握していない

（２）飲料容器

　（ア）再資源化の状況

⑥□発生抑制している（マイカップ使用の励行等）　　　

⑥□建物全体で再資源化対象物として分別している

④□建物の一部で再資源化対象物として分別している

④□容器設置はないが、ごみ庫にて分別し再資源化している

□再資源化していない　　　　　　　　　　　　　　　　□把握していない


	（イ）分別容器の設置

⑥□発生抑制している（マイカップ使用の励行等）　　　⑥□各フロアで設置している

④□一部で設置している（テナント独自で再資源化）　　　□設置していない

（３）その他（産廃含む）

　　　（ア）紙類･飲料容器以外の再資源化の状況

⑥□その他の再資源化対象物（　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　）

□その他の再資源化はしていない　　　　　　　　　　  □把握していない

２．再資源化対象物（紙類）の保管

（１）保管方法

⑥□保管場所を確保している　　　　　　　　　　　　　④□集積所がある

②□場所はないが、他のスペースを利用している

□場所を確保していない　　  □把握していない  　　　□再資源化していない　

（２）保管場所等の広さ

⑥□適切である　　　④□ほぼ適切である

□狭小である　　　　□場所を確保していない　　　　　□再資源化していない

（３）適切な管理（場所の明示等）

⑥□適切である　　　④□ほぼ適切である

□再資源化していない　　　　□改善が必要である（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．再資源化契約・引渡し量等（紙類）の確認

（１）再資源化処理契約の確認

⑥□文書処理による処理契約および処理伝票がある　　　④□処理契約または、処理伝票あり

②□処理業者等から随時口頭で報告あり　　　　　　　　①□確認していないが再資源化している

□再資源化していない　　　　□把握していない

（２）引き渡し量の確認

⑥□種類毎の計量または伝票等で記録している　　　　　④□種類毎の束数等により記録している

②□束数等により概算把握している

□再資源化していない　　　　□把握していない

（３）再生される内容の確認

⑥□確認している　　　        

□再資源化していない　    　□把握していない

Ｄ　再生紙・再生品の使用について

　　「Ｃ　再資源化対象物」の項目で、分別された物を適正な処理ルートに乗せる。そして再生紙・再生品となった商品を使用し

てはじめて、循環型リサイクル社会が完成します。

　　また、再生紙市場の拡大に向けて事業者は、需要創出のための重要な役割を担っています。

再生紙・再生品への切り替えを実施するように検討をしていただき、積極的に使用してください。

１．再生紙使用状況

（１）コピー用紙・ＯＡ用紙等　　　　　　　　　　　　　　　（２）名刺・社用封筒等

⑥□使用している　　④□大部分使用している　　　　　　　　⑥□使用している　　④□大部分使用している

②□一部使用している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②□一部使用している

□使用していない　　□把握していない　　　　　　　　　　　□使用していない　　□把握していない

（３）パンフレット・ポスター等　　　　　　　　　　　　　　（４）トイレットペーパー

⑥□使用している　　④□大部分使用している　　　　　　　　⑥□使用している　　④□大部分使用している

②□一部使用している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②□一部使用している

□使用していない　　□把握していない　　　　　　　　　　　□使用していない　　□把握していない

２．再生品の使用状況　〈リサイクル素材を使用した物品〉

　  　グリーン購入法成立により、国、地方公共団体は率先して環境負荷の低減を考慮した物品等の購入に努めています。企業におかれましても法の趣旨をご理解いただき、環境負荷を低減させる製品（エコマーク、グリーンマーク認定製品またはこれと同等の物）を積極的に使用していただくことをご検討願います。

⑥□グリーン購入リストの活用や積極的な取組による物品調達を行っている

④□特に意識していないが再生品を利用している

□把握していない

□ファイル　□ノート・伝票等　□他の文具製品　□制服・作業服　□オフィス家具

□インテリア（カーペット・カーテン等）□その他（　　　　　　　　　　　　　）

〈使用品目〉
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	Ｅ　廃棄物管理責任者の業務について

　廃棄物減量計画書の作成は、貴建物の減量目標の設定と期中の状況確認、年度末の結果を確認するために重要です。また環境局主催の講習会への積極的な参加や社員、テナントの皆様に、ごみの減量に関する普及・啓発を行っていただくと共に、地域団体との連携した活動も重要です。そのほか、必要に応じて「Ｃ　再資源化対象物」の項目の種類毎の数量等の記録簿や「Ｂ　発生抑制」の項目、「Ｄ　再生紙等の使用」の項目の実施部署、実施テナントの記録と、廃棄物、再資源化対象物に関する各種契約関係書類の整備・保管が必要です。

１．廃棄物減量計画

（１）計画書の期限内提出

⑥□期限内提出している　　　　　②□提出が遅れた　　　　　　

□提出が大幅に遅れた

（２）全体の資源化率（計画書に基づく前年度実績）  

⑥□５０％以上　　　　　④□４０～５０％未満　　　　　②□３０～４０％未満　　　　①□２０～３０％未満

□２０％未満            □前年度実績なし（記入なし）等

（３）紙類の資源化率（計画書に基づく前年度実績）　　　

⑥□８０％以上　　　　　④□６０～８０％未満　　　　　②□４０～６０％未満　　　　①□２０～４０％未満

□２０％未満　　　　　　□前年度実績なし（記入なし）等

（４）計画書の資源化率の把握（立入検査者の見解）　　

⑥□把握している　　　　②□ある程度把握している　　　　

□把握していない（実態と適合していない）

□記入なし　　　　　　　□再資源化は実施していない

２．廃棄物管理責任者の活動

⑥□環境局主催の廃棄物管理責任者講習会・新規対象物件説明会の参加

□ない

３．廃棄物減量の普及・啓発

（１）普及･啓発の推進体制

⑥□組織がある（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

④□既存組織（防火、安全衛生委員会等）を利用している

②□朝礼・ミーティング等を利用している　　　　　　　　②□テナントを個別に訪問し普及・啓発を行っている

□ない

（２）普及･啓発の実行　（複数回答可能）

⑥□社内報、掲示板、環境局HP等を活用し社員・テナントに啓発している

⑥□会議等を通じて啓発している

⑥□古紙等が再生される過程､各種紙等に再生される情報を提供している

⑥□社員（テナント）にアンケート調査を実施し活用している（集計ができている）
⑥□ごみ量の推移を把握出来ている（グラフ等で経年変化を把握）
⑥□社外セミナーや他社の実践例を利用して啓発している／具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑥□環境管理システムの国際規格取得等により、廃棄物の減量や環境に配慮した取組をしている

④□一部テナントが環境管理システム取得等により、廃棄物の減量や環境に配慮した取組をしている

テナント名（　　　　　　　　　　　　　　　　　外　　社）

②□再利用・資源化の推進体制作りを検討中である

□ない

　　（３）地域社会での活動内容（複数回答可能） ※環境・美化関連
⑥□環境局事業への参加　　　　⑥□地域システムヘの参加、推進（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

④□建物周辺清掃を定期的に実施している　　　　　　　　　□ない

   ４．廃棄物管理責任者の当日同席

⑥□同席している　　　　　　　④□実務担当者等が同席している　　　　　□していない

Ｆ  貴建物の前回検査時　　　　　　　　　　　　点 （参考・本市の前年度立入建物の平均点　　　　　　　　点）

Ｇ　特記事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｈ　今回立入った部課等の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


今後とも、ごみの減量にご協力ください。
第３号様式








